
社会福祉法人 都城社会福祉協議会　「ごー ! ごー !! ちいき」

第
４
次
都
城
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
完
成
！

みなさん、こんにちは！宮崎県社
会福祉協議会へ出向中の及川達也
と申します。県社協では、県域での
地域福祉の充実をはかり、県民一人
ひとりが安心して暮らせるまちづ
くりを目指しています。次号から県
社協での仕事や近況等お届けして
いきます！

災害で閉じ込められたりしたときに、一刻も早
く自分の存在を知らせる道具として「防災ホイッス
ル」があります。声を出して助けを呼んでいると体
力を消耗してしまいます。少しの呼気で軽く吹いて
もはっきり届き、大きな音がでるので外部に自分の
存在を知らせることが出来ます。予期せぬ災害に備
えて常備しておきましょう。
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令
和
元
年
度
、
都
城
市
に
お
け
る

こ
れ
か
ら
の
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の

方
向
性
を
示
し
た
「
第
３
期
都
城
市

地
域
福
祉
計
画
」（
行
政
計
画
）
が

策
定
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
を
受
け
て
、

令
和
２
年
度
は
、
そ
の
行
政
計
画
を

具
体
的
に
実
践
し
て
い
く
た
め
の
行

動
計
画（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）「
第

４
次
都
城
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
」

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

今
回
の
計
画
は
、

①�

市
圏
域
で
の
活
動
計
画

②�

15
中
学
校
区
圏
域
で
の
15
地
区
活

動
計
画

③�

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
経
営
基
盤

強
化
計
画

の
３
本
柱
に
な
っ
て
お
り
、
計
画

の
実
施
期
間
は
令
和
３
年
度
か
ら
令

和
７
年
度
ま
で
の
５
年
間
で
す
。

地
域
福
祉
活
動
計
画
と
は
？

地
域
福
祉
活
動
計
画
と
は
、
地
域

福
祉
を
推
進

す
る
中
核
的

な
団
体
で
あ

る
社
会
福
祉

協
議
会
（
以

下
「
社
協
」）

が
、
地
域
住

民
の
皆
さ
ん

や
社
会
福
祉

に
関
す
る
皆

さ
ん
に
呼
び

か
け
て
、
都

城
市
の
福
祉

活
動
の
ビ

ジ
ョ
ン
や
ど

ん
な
活
動
を

ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
と
い
う
戦
略
や
プ

ラ
ン
を
作
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

こ
だ
わ
っ
た
今
回
の
計
画
！

計
画
の
実
践
に
あ
た
り
、
地
域
福

祉
の
目
標
を
計
画
全
体
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
だ
わ
ら
な
い
に　
こ
だ
わ
っ
て

い
い
が　
い
い
が
の

み
や
こ
ん
じ
ょ

未
来
に
つ
な
が
る　
地
域
の
輪

地
域
で
困
っ
て
い
る
人
た
ち
、
助

け
を
求
め
て

い
る
人
た
ち

の
様
々
な
相

談
を
し
っ
か

り
と
受
け
止

め
、
福
祉
の

支
援
は
「
こ

う
あ
る
べ
き

だ
」「
既
存

の
制
度
に
従
っ
て
」「
従
来
ど
お
り

の
支
援
で
」
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
、
誰

も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
こ
だ
わ
っ

て
、
丁
寧
に
寄
り
添
っ
て
い
き
た
い

と
い
う
想
い
を
込
め
て
い
ま
す
。
都

城
の
方
言
で
あ
る
「
い
い
が　
い
い

が
」は
、「
困
っ
た
と
き
は
お
互
い
様
、

大
丈
夫
！
大
丈
夫
！
」
と
い
う
温
か

い
地
域
の
絆
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
計
画
の
目
玉
は
？

今
回
の
計
画
の
目
玉
は
、
15
地
区

社
協
を
中
心
に
、
地
域
住
民
自
ら
熱

心
な
協
議
を
重
ね
、「
15
地
区
の
地

域
福
祉
活
動
計
画
」
が
令
和
版
と
し

て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
こ
と
で

す
。
15
地
区
の
地
域
住
民
の
こ
れ
か

ら
の
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
熱
い

想
い
を
施
策
と
し
て
、
計
画
に
し
ま

し
た
。
さ
あ
、
令
和
３
年
度
は
計
画

実
践
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

原原 町町 通通 信信

　　この広報紙は赤い羽根共同募金の助成を受けて発行しております

特集「第４次都城市地域福祉活動計画完成 !」…… 1
特集「15地区の熱い想いを施策へ」…… 2
想い（マインド）（社会福祉法人アソカ園）…… 2
声「未来へとどけ」（都城市立庄内小学校）…… 2
地区紹介（山之口編）… ………………………… 3
with 地域（森山産業株式会社）………… 4

都城市社会福祉協議会
公式HPはコチラから
スマートフォンでQRを読み込んでください。

特 集

志和池地区での話し合いの様子

社協役員会での話し合い中郷地区での話し合いの様子

一年間各地区で熱心な協議を重ねた
15地区社会福祉協議会の会長さんたち

宮崎県社会福祉協議会宮崎県社会福祉協議会
地域・ボランティア課派遣地域・ボランティア課派遣

及及
おいおい

川川
かわかわ

達達
たつたつ

也也
やや～防災に役立つ豆知識～

防災
ホイッスル
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「
自
分
た
ち
の
地
区
の
地
域
福
祉

活
動
を
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
か
」「
コ
ロ
ナ
禍
で
は
こ
れ

ま
で
の
活
動
が
で
き
な
い
の
で
は
な

い
か
」「
自
分
た
ち
の
地
区
の
強
み

は
何
か
」
な
ど
、
真
剣
に
、
時
に
は

楽
し
く
話
し
合
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
こ
に
15
地
区
の
こ
れ

か
ら
地
域
福
祉
活
動
を
す
す
め
て
い

く
た
め
の
目
標
と
し
て
、
地
区
ご
と

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
も
決
ま
り
ま
し
た
。

計
画
づ
く
り
の
意
義
と
は

各
地
区
で
の
話
し
合
い
を
通
じ
て

感
じ
た
計
画
策
定
の
意
義
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。

①�

地
域
住
民
自
ら
が
自
分
の
地
区
の

強
み
・
弱
み
を
再
確
認
で
き
た

②�

あ
ら
た
め
て
住
民
主
体
の
ま
ち
づ

今
回
の
計
画
の
目
玉
は
、
平
成
14

年
度
か
ら
平
成
19
年
度
に
か
け
て
策

定
さ
れ
た
15
地
区
の
地
域
福
祉
活
動

計
画
が
令
和
版
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

各
地
区
社
協
で
は
、
①
こ
れ
ま
で

の
活
動
の
振
り
返
り
、
②
課
題
抽
出

（
地
区
の
強
み
・
弱
み
の
把
握
）、
③

目
標
設
定
、
④
計
画
立
案
、
⑤
ま
と

め
（
ス
ロ
ー
ガ
ン
決
定
）
の
流
れ
で

話
し
合
い
を
重
ね
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
、
事
業
活
動
が
自
粛
に

な
る
中
、
感
染
予
防
対
策
を
取
り
な

が
ら
、
１
地
区
５
回
以
上
、
15
地
区

80
回
近
く
の
協
議
の
場
が
持
た
れ
ま

し
た
。

く
り
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
分
か
っ
た

③�

話
し
合
い
を
重
ね
る
こ
と
で
、
新

た
な
取
り
組
み
へ
つ
な
が
っ
た

④�

わ
が
ま
ち
の
こ
れ
か
ら
の
目
標
づ

く
り
の
作
業
は
楽
し
か
っ
た

令
和
３
年
度
は
計
画
の
実
践

計
画
は
、
作
る
こ
と
が
目
的
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
作
っ
て
か
ら
が
ス

タ
ー
ト
で
す
。
令
和
３
年
度
は
、
ま

ず
は
、
こ
の
計
画
を
地
域
の
皆
さ
ん

に
知
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

アソカ保育園は都城市北原町の攝護
寺北原説教所内に隣保事業の一環とし
て、佐

さ
々
さ

木
き

正
しょう

煕
き

住職等により、昭和３
年４月１日に創設されました。

開園当初は25〜26名であった児童
も同年10月 1 日の認可の際には定員
60名に増えました。昭和22年、北原説教所がアソカ寺として独立
する際に、アソカ保育園も攝護寺から離れることになり、設立当初
からアソカ保育園の運営の任に就いていた中

なか
原
はら

蓮
れん

正
しょう

氏が経営を引継
ぐことになりました。

昭和24年 9 月14日、児童福祉法による児童福祉施設の保育所と
して認可されました。

昭和28年 4 月 1 日、都城市社会福祉協議会が設立されるにあた
り、社会福祉法人の基本財産とする必要上、暫くの間、同協議会の

経営とされましたが、その後、昭和30
年 7 月15日に独立し社会福祉法人アソ
カ園の経営に戻されました。その間、増
改築や定員を増やしながら、昭和42年
に本市都市計画のため小松原町に移転改
築され現在に至ります。

例年庄内小では５年生が、田植え体験で収穫した
もち米で「もちつき大会」を行っています。しかし
昨年度はコロナ禍でもちつきが出来なかったため、
5 年生がもち米の活用について話し合い、益金をみ
んなのために役立てよう ! ということになりました。

手作りのぼりや看板、チラシを作成し、「庄内の
かがやく米」と名付けて、地域の方々に向けて、校
内で販売を行いました。そしてその益金を、図書室の
本の購入と都城市社協への寄付にすることにしました。

想い（マインド）想い（マインド）声「未来へとどけ」声「未来へとどけ」

昭和3年4月県下で初めて開園した
アソカ保育園（昭和41年撮影）

現在のアソカ保育園

【中
なか

嶋
しま

こ
こ

は
は

る
る

さん】
私達が働いたお金が、地域のために役立てることが
できてうれしいです。

【前
まえ

畑
はた

光
み

来
らい

さん】
もち米を売って、人と関わることの大切さを知るこ
とができました。

【徳
とく

重
しげ

心
こ

晴
はる

さん】
始めは成功すると思わなかったけど、みんなと協力
して成功出来てうれしかったです。

特 集

1 地区 5 回以上、トータル 80 回近くの協議の場がもたれました

コロナ禍での地域福祉活動も協議のテーマに

15地区地域福祉活動計画　地区別スローガン
姫　城／地域の宝に磨きをかけて！みんなでつくるひめぎの輪
妻ケ丘／やってみよう！育てよう！集いつながる　つまがおか
小松原／笑顔であいさつ！夢づくり　サンシャイン小松原
祝　吉／みんなちがってみんないい～夢・希望あふれる「あやめのまち祝吉」～
五十市／あんしんで　ゆめひろがる　みんなのふくし
横　市／横一線ですすめる　顔の見える地域づくり
沖　水／相手の気持ちを一番に　協力し笑顔ひろがる沖水地区
志和池／笑顔あふれ広がる、志和池の話！和！輪！～志の和すること この池のごとくあれ～
庄　内／心もまちもあたたかい　ずーっと住みたいまち庄内～やさしい心 感謝の心 思いやりの心～
西　岳／わいわい　たのしく　げんきよく　西岳
中　郷／サさえ合う心で　シあわせの絆を育む　なかんごうひろバ
山之口／すべての住民がいつまでも住み慣れた地域で豊かに生きがいを持って生活するために
高　城／ふるさとを愛し　誇りを持ち　新しい時代を拓く高城人を育む
山　田／安らぎとふれあいのなかで　ともに支えあい　誰もが役割を担える福祉のまちづくり
高　崎／星も町もキラキラ“ありがとう”があふれる安心・安全のまちづくり

vol.1vol.1 ～社会福祉法人のあゆみ～

社会福祉法人アソカ園都城市立　庄内小学校

15
地
区
の
熱
い
想
い
を
施
策
へ

2



社会福祉法人 都城社会福祉協議会　「ごー ! ごー !! ちいき」

なのはな村のごぼう茶は、種まきから、収穫、製品化まで、すべ
ての工程を手作業で行っています。栽培期間中に、農薬、化学肥料
は、一切、使用しておりません。ごぼう茶は、水溶性食物繊維のイ
ヌリンを豊富に含み、腸内環境の改善効果が期待できるといわれて

います。また、焙煎
することで、風味良
く、飲みやすく仕上
げています。お茶だ
けではなく、野菜の
出汁の素材の１つと
しても使用できま
す。ご購入は、なの
はな村までお問合せ
下さい。

谷頭こども園
栄養士 / 肥田木直美

＜材料＞（5人分）
・ひじき…4g
・にんじん…40g
・ほうれん草…150g
・もやし…50g
・薄口醤油…小さじ 1
・マヨネーズ…大さじ 1 半
・すりごま（白）…5g

※�ひじきには食物繊維や鉄、カルシウムが含まれ、栄養豊富サラダ
です。

※ツナ缶や卵を入れても彩りよく仕上がります。

＜作り方＞
①�ひじきは水で戻し、ゆでる。
②�ほうれん草を２ｃｍに切りゆでる。
③�もやしは食べやすく切り、にんじんは千切りにしてゆでる。
④�薄口しょうゆ、マヨネーズ、すりごまであえる。

逸pinぞろい逸pinぞろい　社会福祉法人なのはな村　社会福祉法人なのはな村谷頭・おおむた・縄瀬
社協３園レシピ紹介

卒
業
生
が
地
域
に
残
し
て
く
れ
た
も
の

コ
ロ
ナ
禍
だ
っ
た
か
ら
想
い
を
届
け

た
い
。

山
之
口
中
学
校
を
３
月
に
卒
業
し

た
生
徒
56
名
が
「
中
学
校
を
卒
業
す

る
に
あ
た
り
地
域
へ
感
謝
の
気
持
ち

で
奉
仕
活
動
を
行
う
」
こ
と
を
目
的

に
3
月
10
日
と
11
日
の
2
日
間
で
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

卒
業
生
が
、
奉
仕
活
動
に
関
わ
る

よ
う
に
な
る
背
景
に
は
、
2
学
年
で

総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
中
で
地
域

連
携
体
験
型
学
習
を
通
し
て
福
祉
施

設
、
保
育
施
設
、
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
、
地
域
の
商
店
と
関
わ
る
こ
と
で

地
域
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
態
度
が

育
ま
れ
た
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。

３
学
年
を
迎
え
た
生
徒
た
ち
は
、

生
徒
会
の
中
心
と
な
り
「
地
域
に
笑

顔
を
届
け
る
学
校
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
活
動
を
始
め
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
予
定
し
て
い
た
福
祉
体
験
や
職

場
体
験
が
中
止
と
な
り
地
域
に
出
向

く
機
会
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
地
域
に
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
た
い
と
い
う
想
い
は
変
わ

ら
な
い
ま
ま
卒
業
式
を
目
前
に
控
え

た
生
徒
と
学
年
主
任
の
先
生
は
、
そ

の
想
い
を
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
へ
伝

え
ま
し
た
。
そ
の
想
い
を
聞
い
た
大

人
た
ち
は
、
形
に
し
よ
う
と
行
動
し

関
係
機
関
の
大
人
た
ち
を
巻
き
込
み

今
回
の
奉
仕
活
動
が
実
現
し
ま
し

た
。当

日
は
、
公
共
施
設
の
掃
除
、
保

育
施
設
の
片
付
け
や
窓
ふ
き
、
福
祉

施
設
等
に
贈
る
た
め
の
雑
巾
作
り
を

行
い
届
け
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、

こ
の
一
年
の
時
間
を
取
り
戻
す
よ
う

に
奉
仕
活
動
に
汗
し
な
が
ら
、
い
き

い
き
と
笑
顔
で
活
動
に
取
り
組
む
姿

が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

最
後
に
卒
業
生
に
向
け
て
校
長
先

生
は
、「
卒
業
し
た
後
も
山
之
口
を

大
切
に
想
い
、
色
々
な
形
で
地
域
に

貢
献
し
て
欲
し
い
」
ま
た
、
学
年
主

任
の
先
生
は
、「
人
生
の
最
大
の
喜

び
は
人
の
役
に
立
つ
こ
と
」
と
い
う

言
葉
を
贈
っ
た
そ
う
で
す
。
奉
仕
活

動
を
し
て
く
れ
た
中
学
生
の
姿
は
、

地
域
住
民
の
記
憶
に
刻
ま
れ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

イメージキャラクター幸子を主人公に
した 4 コマ漫画です。

じ
ょ
じ
ょ
ん
よ
か
と
こ

わ
が
ま
ち
じ
ま
ん

わ
が
ま
ち
じ
ま
ん

〒885-0041 宮崎県都城市一万城町 82 号 4 番地
TEL：0986-46-3737

Recipe
vol.1

ひじきとほうれん草サラダ

地区紹介

山之口編

卒業を前に地域に出向いて奉仕作業
を行いました

～障がい福祉サービス事業所製作物紹介～

10パック入り 300円［税込み］（小）↑

↓ 30パック入り 700円［税込み］（大）
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社会福祉法人 都城社会福祉協議会　「ごー ! ごー !! ちいき」

「ごー！ごー！！ちいき」は、今月
号から新たな連載企画のもとスタート
しました。

下記の編集メンバーで、毎月、都城
市社協のトピックスや福祉に関する情
報などを発信していきます。紙面や記
事についてお気づきの点やご要望など
がありましたら、お気軽に事務局まで
お知らせください。（永田）

写真左から
西平　栗山　永田　田村　井上　下德

社会福祉法人都城市社会福祉協議会では、みなさまからいただいた善意寄付や忌明寄付を福祉
向上のために使わせていただいております。記載事項につきましては、ご本人の承諾を得てお
ります。なお、空欄（寄付内容等）につきましては、寄付者の希望により掲載しておりません。○忌明寄付（3 月分）

■事務局管内
住所 寄付者 故人 寄付内容 住所 寄付者 故人 寄付内容 住所 寄付者 故人 寄付内容

上水流町 大牟田 隆 生子 ¥30,000 年見町 上木原 均 春美 ¥20,000 姫城町 有村 九美子 伊黒 正子 ¥30,000 
高野町 藤田 福美 リキ子 ¥50,000 庄内町 帖佐 玲子 トキ ¥50,000 大王町 領家 輝子 忠男 ¥30,000 
乙房町 森山 節子 美季 匿名 匿名 ¥20,000 菖蒲原町 西川 哲郎 清美 ¥50,000 
金田町 宮田 英夫 フミ ¥20,000 安久町 山下 秀樹 和朗 ¥50,000 菖蒲原町 上宮田 瑞 スギ ¥30,000 
都北町 畠中 博美 進 ¥30,000 蓑原町 後田 国博 國雄 ¥30,000 上川東 1 丁目 前村 忠男 エミ子 ¥20,000 
宮丸町 西田 優子 明 ¥30,000 庄内町 今城 京子 正賢 ¥30,000 下水流町 井之上 道枝 辰夫 ¥30,000 
上水流町 堀之内 瑠璃子 安夫 ¥30,000 下水流町 中島 フミ 操 ¥30,000 乙房町 満行 誠 豊 ¥30,000 
安久町 栗山 さち 寛 ¥30,000 菖蒲原町 山形 美津香 等 ¥30,000 姫城町 椎原 光子 保直 ¥30,000 
■山之口サテライト管内
田原 内村 美代子 エキ ¥20,000 街区 1 下西 ヒメ子 勝 ¥30,000 五反田 山元 スエミ 冨士男

■高城サテライト管内
穂満坊 田畑 スミ子 栄信 ¥20,000 大井手 中島 一秋 由樹 ¥30,000 大井手 木上 たか子 サキ子 ¥30,000 
有水 首藤 孝昭 ミツ子 ¥20,000 大井手 出水 ヒデ子 照幸 ¥30,000 穂満坊 白谷 薫 小野 研一 ¥30,000 

■山田サテライト管内
毘砂丸 西川 光弘 ナツ子 ¥30,000 古江 今満 芳夫 トシ ¥30,000 牛谷 牛谷 幸子 治 ¥50,000 
■高崎サテライト管内
前田 河野 ナツ子 傳義 ¥10,000 前田 工藤 ひろ子 村雲 ハナエ ¥30,000 宮崎市 児玉 美紀子 高坂 キクエ ¥10,000 

大牟田 東 よつ子 喜雄 ¥100,000 前田 平川 トミ 俊幸 ¥20,000 
○善意寄付（3 月受け入れ分）
住所 寄付者 寄付内容 住所 寄付者 寄付内容 住所 寄付者 寄付内容

前田町 護国寺 お米30㎏ 松元町 カトリック都城教会 ¥20,000 鷹尾３丁目 有田 重紀 ¥12,909 
若葉町 若葉自治 4 班 ¥4,000 菖蒲原町 宮崎県CS都城 会長 猪ケ倉 甫 ¥7,567 穂満坊 匿名 ¥100,000 

匿名 ¥1,000 鷹尾 1 丁目 都城地区グラウンド・ゴルフ協会 ¥30,000 千町 匿名 ¥10,000 
○フードバンク（3 月受け入れ分）

寄付者 寄附内容 寄付者 寄附内容
旭食品株式会社九州中央支店宮崎営業所 食料品他多数 株式会社　ダイナム 食料品等

企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
を

取
材
し
ま
し
た

森
山
産
業
株
式
会
社

Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
は
日
本
語
で
「
企
業
の

社
会
的
責
任
」
と
訳
さ
れ
、
企
業
が

収
益
を
求
め
る
だ
け
で
な
く
、
様
々

な
地
域
貢
献
を
と
お
し
て
社
会
と
と

も
に
発
展
し
て
い
く
活
動
で
す
。
企

業
の
地
域
貢
献
に
は
環
境
保
全
や
文

化
継
承
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
ス

ペ
ー
ス
の
提
供
、
物
品
提
供
や
寄
附

金
に
よ
る
資
金
支
援
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。

今
回
、
生
活
困
難
者
の
支
援
に
積

極
的
に
取
り
組
む
森
山
産
業
株
式
会

社（
森
山
福
祉
財
団
）様
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活

動
に
つ
い
て
、
森
山
篤
志
理
事
長
に

取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

目
の
前
の
困
っ
て
い
る

人
に
手
を
差
し
伸
べ
た
い

森
山
産
業
株
式
会
社
は
サ
ー
ビ
ス

付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
が
、
入
居
希
望
者
の
中

に
、
経
済
的
な
事
情
で
入
居
が
叶
わ

な
い
高
齢
者
が
い
た
こ
と
が
活
動
の

原
点
に
な
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
高

齢
者
の
手
助
け
が
し
た
い
、
経
済
的

に
困
っ
て
い
る
人
に
手
を
差
し
伸
べ

た
い
と
の
想
い
か
ら
、
私
が
61
歳
を

迎
え
た
時
に
、
地
域
の
賛
同
者
か
ら

の
寄
附
や
個
人
資
産
を
原
資
と
し
た

森
山
福
祉
財
団
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。生

活
困
難
者
支
援
の
ル
ー
ツ

経
済
的
な
事
情
で
本
当
に
困
っ
て

い
る
人
た
ち
の
気
持
ち
が
よ
く
理
解

で
き
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
私
も
困
窮

し
て
絶
望
寸
前
ま
で
追
い
込
ま
れ
、

必
死
に
も
が
い
て
い
た
過
去
が
あ
る

か
ら
で
す
。
私
は
高
校
を
中
退
し
、

故
郷
を
離
れ
て
北
海
道
で
10
年
間
生

活
し
て
い
ま
し
た
。
工
事
現
場
の
作

業
や
溶
接
の
仕
事
な
ど
い
ろ
ん
な
職

業
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た

が
、
途
中
で
体
を
壊
し
て
し
ま
い
、

食
べ
ら
れ
な
い
状
況
が
続
き
、
本
当

に
辛
く
、
悲
し
か
っ
た
こ
と
を
今
で

も
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
い

ろ
い
ろ
な
人
た
ち
の
支
え
で
立
ち
直

る
こ
と
が
で
き
て
、
今
の
医
師
人
生

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
目
の
前
に

自
分
の
過
去
と
同
じ
よ
う
な
境
遇
に

あ
る
人
が
い
た
り
、
自
分
以
上
に

困
っ
て
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち
が
い

れ
ば
手
助
け
が
し
た
い
。
こ
れ
が

ル
ー
ツ
で
す
ね
。

資
金
支
援
に
よ
る

地
域
福
祉
活
動
の
応
援
団

福
祉
と
い
う
も
の
を
考
え
た
時

に
、
我
々
は
素
人
で
あ
る
と
い
う
認

識
で
す
。
先
日
の
寄
附
金
や
貴
会
と

連
携
し
て
取
り
組
む
生
活
困
難
者
支

援
な
ど
を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
地

域
福
祉

の
推
進

を
応
援

し
て
い

き
た
い

と
思
い

ま
す
。

みやぎん私募債発行による善意寄附の様子
左から宮崎銀行鷹尾支店髙田幹生支店長

（当時）、森山篤志理事長、島津久友本会
会長。（撮影：令和 3 年 3 月 9 日）

「1世紀を生きる」
お名前：上

うえ
野
の
 貞
さだ
道
みち
 氏

年齢：104歳
（大正６年３月１日生）
好きな食べ物：
お肉（特に牛肉）

元気の秘訣：
好き嫌いせず、なんでも食べること
毎日の楽しみ：
3 食の食事や読書・音楽鑑賞
これまでの地域活動：公民館長や地
区社協会長、市地区社協連協長等
メッセージ：
地域のいろんな役がきたら積極的
に引き受けることを勧めます。と
ても勉強になるし、顔も広くなり、
100歳を超えた今でも昔の仲間やい
ろんな人が集まって
くれ、それがとても
うれしいです。

編 集 後 記編 集 後 記

発行：社会福祉法人 都城市社会福祉協議会　事務局 ☎ 25-2123

みなさまの善意ありがとうございます

ＷＷ
i
t
h

i
t
h
地
域
地
域

～
企
業
の
地
域
貢
献
活
動
紹
介
～
vol.1

最後は元気に見
送りをしてくだ
さいました。

ごー ! ごー !! ちいき№95号（4 月15日発行）
の掲載内容の一部に誤りがございましたの
で、次の通り訂正させていただきます。
P3　山田地区住民参加型福祉サービス「たす
け愛隊」（独自事業）
　【誤】活動費　1 時間につき 600 円
　【正】活動費　1 時間につき 800 円
また、5 月からの新連載企画として予告をし
ておりました「知ってる？ピクトグラム」に
ついては、諸事情により掲載を見送ることと
なりましたのでお知らせいたします。

4月15日発行分の訂正のお知らせ
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